
7月の道内景況　情 報 連 絡 員 レ ポ ー ト

原材料等コスト高にあえぐ製造業。各地で猛暑、津波など自然環境の様々な影響も。

製造業
食料品
●猛暑が続き、大手企業の量販店での冷たい麺類の販売が一気に伸びて、
一時は工場の生産が追い付かないくらいであった。その反面、あまりの
暑さで外出しなくなり、飲食店関係は売上が下がって、組合員の売上も
かなり減少していた。� （全道）

�

●味噌・醤油出荷量

●令和7年6月単月の道内出荷量は、味噌・醤油とも久しぶりに良かっ
た。1～6月の累計でも、味噌・醤油ともに前年比を上回った。後半も
この調子で出荷量が伸びてほしい。

●全国（1月～5月累計）の醤油の出荷量が前年比より悪く、注視している。
●原材料費・エネルギー・物流費等の高騰で、道内の大手味噌メーカー1
社が 10 月からの値上げを発表（道内大手のもう1社は3月にも報告した
が、7月からの値上げを発表）。� （全道）

�

●今年も原料高になりそう。� （道南）
�

●市場における水産物については依然として漁獲が低迷しており、各業者
の価格のつり上げによる買取合戦の駆け引きがなされ、末端の消費者に
は買えるような価格帯になっていない。従業員 50 人以上の中規模の企
業は、東南アジア向け（台湾、シンガポール等）に輸出している。�（函館）

木材・木製品
●7月のトドマツ原木の工場への入荷は前月同様落ち着いている。市況に
ついては在庫が不足している状況になく、増加傾向にあるものの保合で
推移している。国有林材のトドマツ一般材については、全道で平均的に
荷動きが活発化しているが、この暑さで虫害による品質の劣化が懸念さ
れる。カラマツ原木については一時、東京の商社が本州向けに函館港か
ら移出をしていた。また、木質バイオマス原料については順調に集荷され
ており、価格も高止まりの傾向。道南スギについては回復の兆しが全く見
えず、4m材の採材を持って販路を開拓しようとしている。トドマツ	

　主要DI の推移は、前年同月との比較で、「売上高」が増加し、「景況」、「収益状況」は減少した。
　また、6月から7月の推移は、「売上高」、「収益状況」が増加し、「景況」は減少した。
　情報連絡員によると、製造業では、一部の業種で 10 月から原材料が値上がりするとの報告が寄せられた。また、人手不足も深刻で、最新
の機械やシステムの導入などによる効率化、省人化が必要との声もあった。非製造業では、各地で猛暑に見舞われ、飲食店や建設関係の会社
の臨時休業、地元住民の外出控え等が購買行動に影響を与え、農作物の成長に影響を及ぼしているなどの報告が寄せられた。また、エアコン
等の夏物家電の需要が伸びた一方、災害発生等の風評によるインバウンドの減少などの影響があったものの、業種によっては、夏祭りや花火
大会などのイベントの開催により、市内外からの来場者で賑わったとの報告もあった。

概  況
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景況天気図（前年同月比）
全業種 製造業 非製造業

6 月 7 月 前月比 6 月 7 月 前月比 6 月 7 月 前月比

業界の景況 △3.4
↘

△0.1
↘

△5.2
↘△7.8 △11.2 △3.1 △3.2 △10.3 △15.5

売上高 6.7
↗

28.6
↗

△5.1
↘△3.3 3.4 △12.5 16.1 1.7 △3.4

収益状況 1.1
↗

16.0
↗

△6.9
↘△3.3 △2.2 0.0 16.0 △5.2 △12.1

販売価格 9.3
↗

1.0
↗

13.8
↗22.2 31.5 31.3 32.3 17.2 31.0

取引条件 △4.4
↘

0.5
↗

△6.8
↘7.8 3.4 15.6 16.1 3.4 △3.4

資金繰り △3.3
↘

0.0
→

△5.1
↘1.1 △2.2 0.0 0.0 1.7 △3.4

雇用人員 △1.3
↘

△0.4
↘

△1.8
↘△15.6 △16.9 △12.5 △12.9 △17.2 △19.0

天気図の見方　
各景況項目について
調査月と前年同月を
比較して、「増加」（ま
たは「好転」）したと
いう回答（構成比）か
ら「減少」（または
「悪化」）という回答
（構成比）を差し引い
た値（DI）をもとに作
成。天気の表示は凡
例のとおりです。

（凡例）
30以上

10～29

9～△10

△11～△29

△30以下

味噌出荷量
道内単月出荷量（令和7年6月） 127.6％
道内累計出荷量（令和7年1月～6月） 101.6％
全国累計出荷量（令和7年1月～5月） 101.3％

醤油出荷量
道内単月出荷量（令和7年6月） 106.8％
道内累計出荷量（令和7年1月～6月） 100.6％
全国累計出荷量（令和7年1月～5月） 97.9％

� （前年対比）
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製材市況は先月に引き続き景気後退等の影響により、新規住宅需要が前
月に比べ減少しており、回復することは不可能に近い。建築用材につい
ては非住宅、土木資材は多少の動きがあるが、価格は弱気配～保合の状
況で、カラマツラミナについても、減少傾向で推移しており、市況はカラ
マツ、エゾ・トドマツは弱含みが見込まれる。本州のスギが市況に入り込
み、道内の市況を圧迫しつつあり、業界内では脅威に感じている。紙原
料は不足気味で原料材価格が上昇していたが、全体的に下降気味である。

●なお木材業界内では釧路市に新たな工場進出が、ラミナを中心に当初予
定を1年後ろ倒しで実施されることとなった。

●道内製材業界は、主力製品である梱包材・パレット材のオーダーが大変
厳しい状況下にあることから、一昨年から上昇した電力料金や各種諸資
材、航送料金の値上げなどを製材品価格に反映させることなく自助努力
により吸収してきたが、そのような中「2024 年問題」（トラックドライバー
の労働時間規制）によりトラックの手配に各工場が苦慮しており、特に次
世代半導体工場等の資材運搬に多くのトラックがシフトしている。�（全道）

�

●7月も6月に引き続き、定例品の受注が安定していたことから生産・販
売量ともに前年を上回った。8月は長い夏季休暇があるが、休暇前後と
もに受注量が確保できている。� （十勝）

窯業・土石製品
●7月の生コン出荷量はおよそ 313 千m3。（前年同月比 92.9％）
�

●地域別には、前年同月を上回った分会は 27分会中、10分会で前年（増加
は11分会）を下回った。前年同月と比較して増加したのは後志、道央、空
知など。一方、減少したのは道南、札幌、苫小牧などであった。�（全道）

�

●7月の出荷実績数量は、前年同月対比 157.77％の増加。� （室蘭）
�

●出荷数量において、民間の出荷数量が前年同月よりも 31％減少してい
る状況であり、出荷数量の減少の大きな要因になっている。� （釧路）

�

●十勝地域等では、特に生コン用砂利・砂のニーズが落ち込んでおり、採
取しても在庫を抱えることになるので生産を抑えている。

●運賃や燃料費等のコストが下がらないことから、売上・収益ともに厳し
い状況が続いている。� （全道）

鉄鋼・金属
●自動車向け、上下水道向け、建設機械、建設資材向けはやや悪い。加工
機械・ロボットについては悪い。引き続き関連市場は全体的に思わしく
ない。� （全道）

�

●中小造船業界は、数年先までの工事量を確保し業界に明るい展望が見え
始めているが、人材確保や設備の老朽化などは深刻な状況にあり、さら
に新燃料船（バイオ LNG、アンモニア等）の新しい技術への対応、将来
にわたって建造能力を維持していくためには、少ない人数で効率よく業
務を行える体制の構築が必須。DX導入による生産性の向上、省人化の
ための自動化システムやリモートシステムの導入により効率化を図って
いくことが、生き残りの道と思われる。� （室蘭）

一般機器
●最新の機械導入により人手不足の解消を補う動きが団地内にあるが、高
額なため中小企業向けの補助金の充実など支援と受注の安定のための経
済政策が重要との声がある。そのほか、物価高騰対策、所得税・消費
税・ガソリンの減税の早期実施や社会保険料提言により、現役世代の手
取り増が必要。これだけ暑いので、緊急に電気料金拡大、そして冬季期
間延長の早期実施も必要と考える。� （札幌）

�

●参議院選後の国内の動きが不透明。高温少雨により農作物への影響が
心配。� （全道）

その他
●段ボール原紙と白板紙の 10/1 からの値上げが、原紙メーカー各社から
発表された。段ボールケース製造メーカー各社も製品価格の値上げを表
明した。今後の動きに注視する必要がある。� （全道）

非製造業
卸売業
●取扱品目により好不調の差が大きく、平均すると前年並みで不変との結果。
●気温の上昇もあって空調関係や夏物カジュアル商品は売上を伸ばしてい
るが、フォーマル商品や事務機器類は低調に推移。

●靴卸業界では廃業や統合などの動きが進み、企業数は減少を続けている。
●慢性的な人手不足が人材の育成環境を妨げている。� （札幌）
�

●今夏は6月後半から真夏日があり、特に7月に入ってからは連日の真夏
日、さらに7月下旬には猛暑日が連日続き、7/24 は最高気温 38.8℃を
記録した（帯広の歴代タイ記録）。飲食店や建設関係の会社などが臨時休
業の措置を取った。� （帯広）

�

●製紙会社の夏季休転があったため在庫増。� （全道）
�

●令和7年7月の当組合買付高は仲卸、荷受 1,847,320 千円（税抜）で、先
月の6月実績額 1,643,473 千円（税抜）より 203,847 千円ほど増加した。
7月は道内生鮮品が出揃い、酷暑の本州に送られる分も据えてその分取
扱高が増えた。� （道央）

�

●当月の菓子卸は価格高騰により売上は伸長しているものの、微増。販売
個数が昨年より減少しており、商況は若干厳しくなっている。観光土産
菓子も同様に伸びているものの、旅行客が閑散期に入っているため、こ
ちらも前年より落ちている。� （全道）

小売業
●前年比較　物販 98.0％、金融 97.4％。
●7月の北海道は観光のトップシーズンで、市内のホテルのロビーは観光
客で混雑し、宿泊料金も高騰している。観光地や中心市街地の人通りは
観光客で賑わっていたが、一方では例年より気温が高く猛暑の日が続
き、地元の高齢者は外出を控える傾向がうかがえた。業種別の売上で
は、気温上昇の影響からエアコンを始めとする夏物家電の需要が増えた
と思われ、6月まで低調であった家電系の売上が 99％まで回復したが、
衣料品が 92％に留まり、設備関係が 42％と大きく落ち込んだ。�（旭川）

�

●7月6日午前 11 時、地元百貨店の後継施設がグランドオープンした。
本施設は 2023 年1月に閉店した百貨店の再生を進める会社が旧施設裏
手に造成した施設。トレーラー型の仮設施設5店舗（直営店2店舗、飲
食店3店舗）やステージ、ドッグラン、休憩スペースなど人々が集いや
すい空間となっている。2030 年オープンまでのつなぎ的な施設だが、
帯広駅前に再び活気が戻ることを期待している。今後は週末を中心にマ
ルシェやビアガーデンなどのイベントも予定されており、個人的にも楽
しみにしている。� （帯広）

�

●夏祭りなどイベントにて来店客も若干多くなり、花小売店も彼岸特需で売
上も多くなったが、仕入れ価格も上昇していることから、利益自体にはあ
まり変動がない。最低賃金もこれからさらに上昇することが見込まれるた
め、10月以降の更なる物価高騰や人件費の増加に対応できるだけの価格
転嫁を行いつつ、消費者離れを防ぐための施策が必要である。� （日高）

�

●「7月5日」が過ぎると少しずつ中国人観光客が増えた。暑さのため地元客
は少なく閑散としていたが、カニが目当てのインバウンドが営業終了後も
来ていた。月末特売日は8時から12時頃まで常時 30～40人は来場してい
た。インバウンドと地元客、日本人観光客が半分ほどと思われる。�（小樽）

�

●せっかく天気が回復したのに気温が高く、外出を控える人が増加したと
思われる。自転車屋にとっては客足が遠のき大打撃。� （全道）

�

●7月、釧路では観測史上初の3日連続真夏日となり、涼を求めて来釧し
た観光客はその暑さに驚いていた。7月は1か月を通して気温の高い日
が続いても、夏物が売れた結果にはならなかった。忙しいのはディスカ
ウントストアだけとの話も聞き、エアコン、扇風機が完売するほどの勢
いであったそうだ。当組合の組合員店においてはその恩恵はなく、淡々
と日々を過ごしていたとのこと。また7月後半からは各種イベントや祭
事などが週替わりで開催されることもあって、子供を持つ家庭では消費
の矛先はそちらに向いているようで、夏休みの遠出など8月も売上は期
待できない。ある化粧品店では日焼け止めが例年以上に売れたとのこと。

●販売事業3部門の実績は、いずれもマイナスでの推移で終えた。その中
で、旅行業については年末出発のハワイ旅行の予約など、少しずつ海外
渡航の案件も増えてきている。� （釧路）

�

●今月は、引き続きアニメ映画「名探偵コナン」の反動も見受けられたほ
か、参議院選挙もあり、間違いなく売上の落ち込みが感じられた。さら
に、月末には津波警報による避難指示も発令されるなどマイナス要因が
続いた一ヶ月だった。津波警報による避難については、函館朝市は、東
日本大震災の経験もあり、当連合会の理事が率先して声掛けをして、す
ぐにお客様をはじめ従業員の避難を優先した。そんな中でも連絡系統の
必要性は感じたので、今後は団体として BCPの策定を検討していこう
と思っている。� （函館）

�

●7月は暑さで小売店はかなり厳しい状況だった。魚も弱り、暑さで人出
もあまりなく、売上が伸びなかった。ホテル、観光も前年ほどなく、イ
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ンバウンドも例年より減っている。入荷も少なく、高値の状況。�（道央）
�

●売上前年比 106％。暑さが続き、飲料、乾麺の売上が伸びた。� （札幌）
�

●7月は駅西商店街のイベントとして、駅西都 SALE（エキサイトセール）
を開催し、各店選りすぐりの和商マルトク福袋を販売し大盛況であっ
た。夏休み期間、ちびっこ縁日を開催中。7月 24 日より、市民食堂
ポーションがオープンし、釧路ならではの鉄板スパゲティーやカレーを
提供している。市場のパン屋さんも、和商の日限定の 100 円コーナーが
大人気となっている。� （釧路）

�

●全国的に暑いのでエアコン、冷蔵庫の売上が伸びている。道東地区は猛
暑日が続き、特にエアコンの需要が急増し、工事ができない状況。

●省エネ商品の補助金対策を各市町村で実施する必要が出てきている。	
� （全道）

�

●小売は低迷しているが、オートローンでの販売は順調であり、団体のメ
リットが出ている。トランプ関税などは大きな影響がなく一安心。�（札幌）

�

●高温で作物に影響が出ている。燃料費の高騰で大幅に収益減少している
ところも出ている。平均すると中小は昨年並み。� （全道）

�

●当組合加工品販売（受託加工）が好調で推移している。
●移住を検討中の相談窓口を利用し、イベント等出展による PR活動を継
続中。製品 PR、求人等、SNS発信等で活用しており、特に繁忙期の求
人に対して数件応募があり、条件次第での採用を予定している。�（下川）

商店街
●7月中頃からの猛暑に加え、諸物価高騰により来街者の減少が見られ
た。� （網走）

�

●7月共通駐車券の利用は前年同月比 98.3％、買物共通バス券は前年同
月比 42.9％。共通駐車券は前年比微減。買物共通バス券は、前年比大幅
減。商店街などのイベント開催に期待。� （帯広）

�

●都心部においては、7月に災害が発生するという「災害予言」の影響が
あり、海外から（特にアジア系）の旅行者が減少した。一方で、夏まつり
等のイベント開催は好天にも恵まれ、来客数は伸びたものの一過性のも
のであり、物価の上昇は依然として続いているため、景況は厳しい状況
にある。� （札幌）

サービス業
●前年度に比べて事業数量はわずかに減少傾向を示しているが、業務1件
当たりの発注単価や含まれる経費が上昇しているため、一定の収益は確
保できている状況にある。ただし、現時点で収益に大きな影響を及ぼし
ていないが、運転資金の借り入れ金利が上昇傾向にある。また、職場内
のOA機器等を含めた設備機器の更新も順調に進んでいるようであ
る。一方、給与水準のアップに伴う人件費の上昇に加え、従業員の高齢
化に伴う熟練技術者の退職及びこれからの企業運営を支える若手、中堅
技術者の確保が大変難しくなってきている。� （全道）

�

●6月、7月の猛暑でロビー等にエアコンを設置する浴場が増えている。
このような設置費用及び光熱費等の増大。� （全道）

�

●道内中小 IT 企業の多くは企業のデジタル化への成長投資の伸びに比例
して、今後も増収増益が続くことが予測されているが、収益を確保する
上では、技術人材確保の厳しさ、中堅技術者の離職防止、既存社員の高
度技術スキルの習得、大型案件集中依存へのリスク、安定成長のための
新規顧客の獲得等が問題点・課題となっている。これらの克服には、生
成AI を積極的に業務に導入して生産性を上げることが叫ばれ、現在、
道内中小 IT 企業の多くがバラツキはあるものの、プログラム開発業務
の 40％程度まで利活用が進んでいる。現状では、日常的に議事録や仕
様書の作成補助、テストの自動化ツール支援で開発スピードの向上、
コードの自動生成・修正などのコーディング補助、要件定義の作成支援
等々、作業の効率化補助ツールとして開発現場での個人や部門単位で活
用されているケースが多く、従来比では大幅に生産性が向上している。
特に経験の浅い技術社員にとっては必要不可欠な習得の助けとなってい
る。今後も、生成AI が進化して指示通りに満足できる結果が得られ、
信頼度が高くなると、活用度がさらに進んで生産性の向上に寄与し、人
材不足の解消につながるものと期待されている。� （全道）

�

●宿泊入込数　前年比 97.2％。道内客、道外客、海外客すべて減少。7/5
の日本災害予言による一部海外予約の停滞。7/20 参議院選挙による国
内旅行の動きも鈍くなったことが要因と考えられる。� （十勝）

�

●国交省が進める自動車検査・登録関係のDX化（印紙廃止、ペーパーレ

ス化・キャッシュレス化）が令和 10 年にスタート予定だが、いつものご
とく自動車使用者、整備事業者への説明がなされず改正に向け進んでい
る。利便性が良くなるのは行政だけで、利用者にはメリットが見出せな
い。� （旭川）

建設業
●当月に関しては大きな変化に対する情報はないものの、例年より札幌市
水道局発注の消火栓塗装工事が若干多いこと及び大規模水管橋塗装工事
を受注したことから、売り上げが微増とした。� （札幌）

�

●官庁工事について、昨今は各官庁とも入札不調への懸念から、発注情報
を早期開示し、第1四半期（4～6月）に大多数の件数を発注する風潮にあ
る。現在は、電気工事では不調はほとんど起きておらず、設備工事につ
いても、従来よりは不調問題は多少落ち着いている。ただ、ここにきて設
計業務について、これも人材不足からの不調が深刻化し、今後の工事発
注にも支障が出てくるものと心配している。また、不調問題により、官庁
側でも、一括発注、PFI、ESCOなどの方式の導入がすでに一部で進んで
いるのと、今後も大いに進むことを懸念している。従来より官庁側に分離
発注を陳情してきた電気工事業界としては由々しき状況となっている。

●そして、照明の LED化に関しては、各官庁にて 2027 年を目標に進めて
いる最中だが、数量が膨大で、予算の問題もあり、発注方式には色々と
苦慮している。札幌市では、公園の街路灯を数千本まとめて ESCO方
式にて発注された。既に発注済の学校 200 校のエアコン工事は PFI 方式
だが、PFI にしても、ESCOにしても、財力のある大手企業が主体の受
注となるので、地元企業の参画の在り方について、今後は官庁側と業界
側で検討・協議していくこととなる。

●民間工事では、分野や地域性によっては濃淡があるものの、発注状況、
発注見込みなど堅調な状況。札幌市内の大型の建て替え関係、次世代半
導体工場に関わる千歳周辺への設備投資はまだまだ続く。ここに来て、
電気と設備のサブコンの施工力のさらなる減退により、ゼネコン各社がサ
ブコンを確保しないと受注できないので、全般的に工事着手が遅れている。

●入札不調問題により各官庁でも、一括発注、PFI、ESCOの導入が今後
も進むと思うが、地元企業がきちんと工事に参画できるような国土交通
省や各自治体への対応が必要。� （全道）

�

●公共工事の第一四半期（4～6月）での受注が例年をやや下回り、売上高
は減少傾向だが、千歳の次世代半導体工場とボールパーク関連の建設投
資が下支えとなっており、業界の景況については前年度の好景気を維持
している。今のところ収益や資金繰りは前年並みだが、これからの繁忙
期に向けて労働時間の抑制や人員確保の課題に加えて異常な猛暑対策の
必要性もあり、収支に影響が出てくる状況。� （北広島）

�

●公共工事の進捗状況は順調だが、異常気象による暑さのため熱中症予防
に十分配慮しながら進めている。

●組合各社ともに新規雇用が進まず、また社員の高齢化のため、仕事量を
考えると厳しい。

●名寄市では、夏の最大のイベントである「てっし名寄まつり」が7月
27 日（日）に開催される。夜には多くの市民が楽しみにしている花火大
会が開催されるため、市内外から多くの来場者で賑わう。

●作況は、稲作・畑作とも順調に生育が進んでいるが、少雨が出来秋にど
う影響するかが心配。� （名寄）

運輸業
●業界的には、野菜類の貨物が増加しているようだ。雇用については、相
変わらず常に募集状態である。� （小樽）

�

●北海道は猛暑と雨不足により、農産物の発育が悪く、ニンジン、大根は
小さく、ブロッコリーなどの葉物はしおれるなどして、輸送量が減少。

●住宅設備機器も住宅価格の高騰により、販売数が減り、物量が落ちている。
●地域の情勢を反映しているわけではないが、各組合の対前年の売上伸び
率は、道央圏▲ 11％、函館＋5％、十勝▲ 15％、旭川＋5％、苫小牧
▲ 18％、空知＋6％で、全体では▲7％。

●荷主によるが、価格転嫁がある程度できている会社と、できていない会
社があり、会社の業績が二極化していると思われる。� （全道）

�

●農産物について、野菜類は高温少雨の影響で作柄が悪化している。馬鈴
薯・玉ねぎも小ぶりで、今後の荷動きに影響を及ぼす可能性が大きい。

●日用品、建築資材関連も依然荷動きが良くない。物価高騰による買い控
えが影響していると考えられる。� （石狩）

�

●売上高は前年同月比（6月）12.96％増加。
●乗務員数は前年同月比（7月）2.1％増加。
●6月分チケット取扱高は、前年同月比 0.79％減少。� （旭川）
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